


交通安全に関する
安全教育の目標
さまざまな交通場面における危険につい
て理解し、安全な歩行、自転車・二輪車
等の利用ができるようにする。

各教科
総合学習
特別活動
日常生活・個別指導
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安全教育の目標
安全に行動することの大切さや「生活安全」「交通安全」「災害安全」に関する様々な危険

の要因や事故防止について理解し、日常生活における安全の状況を判断し進んで安全な行動が
できるようにするとともに周りの人の安全にも配慮できるようにする。また簡単な応急手当が
できるようにする。

交通安全に関する内容
様々な交通場面における危険について理解し、安全な歩行、自転車・二輪車(自動二輪車及
び原動機付自転車)等の利用ができるようにする。
① 道路の歩行や道路横断時の危険の理解と安全な行動の仕方
② 踏切での危険の理解と安全な行動の仕方
③ 交通機関利用時の安全な行動
④ 自転車の点検・整備と正しい乗り方
⑤ 二輪車の特性の理解と安全な利用
⑥ 自動車の特性の理解と自動車乗車時の安全な行動の仕方
⑦ 交通法規の正しい理解と遵守
⑧ 自転車利用時も含めた運転者の義務と責任についての理解
⑨ 幼児、高齢者、障害のある人、傷病者等の交通安全に対する理解と配慮
⑩ 安全な交通社会づくりの重要性の理解と積極的な参加・協力
⑪ 車の自動運転化に伴う課題（運転者の責任）、運転中のスマートフォン使用の危険等の
理解と安全な行動の仕方
⑫ 消防署や警察署など関係機関の働き
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安全教育計画
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